
一
、
は
じ
め
に

長
崎
県
の
離
島
対
馬
に
は
、『

日
本
書
紀』
で
既
に
北
部
の
和
珥
津

(

現
・
鰐
浦)

が
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

譚
の
舞
台
と
も

な
っ
て
い
た
た
め

(

１)

、
ま
た
朝
鮮
半
島
と
九
州
を
結
ぶ
そ
の
地
理
的
特
性
上
、
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

に
関
す
る
伝
承
地
が
数
多
存

す
る
。
そ
の
う
ち
同
伝
承
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
縁
起
説
を
有
す
る
神
社
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
縁
起
説
が
い
つ
頃
ど
の
様
に
編
纂

さ
れ
た
か
嘗
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が

(

２)

、
個
々
の
神
社
の
信
仰
・
現
況
等
に
つ
い
て
は
詳
し
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
対
馬
の
中
心
地
で
あ
る
厳
原
市
街
地

(『

対
州
神
社
誌』

の

｢

府
中｣

、『

対
馬
州
神
社
大
帳』

・『

津
島
紀
事』

の

｢

国
府｣

に
該
当
す
る
地
区)

の
神
功
皇
后｢

三
韓
出
兵｣

に
関
わ
る
縁
起
説
を
有
す
る
神
社
、
厳
原
八
幡
宮
神
社
・
宇
努
刀
神
社
・

宝
満
神
社
・
浜
殿
神
社
・
与
良
石
社
・
白
石
社
・
金
倉
神
社
・
志
賀
神
社
の
う
ち
、
紙
幅
の
都
合
上
往
路
に
関
わ
る
宝
満
神
社
・
浜
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殿
神
社
・
与
良
石
社
・
白
石
社
の
四
社
に
つ
い
て
、
廃
社
も
含
め
て
そ
の
縁
起
説
等
を
提
示
し
て
簡
単
に
考
察
を
加
え
、
ま
た
二
〇

二
〇
年
一
二
月
実
施
の
実
地
踏
査
で
の
調
査
結
果
や
写
真
を
交
え
て
近
況
の
報
告
を
も
行
い
た
い
。
以
下
考
察
の
対
象
と
す
る
文
献

は
、
対
馬
藩
三
代
藩
主
宗
義
真
の
命
で
加
納
貞
清
編
、
貞
享
三

(

一
六
八
六)

年
成
立
の
対
馬
の
神
社
誌

『

対
州
神
社
誌』

(

以
下

｢

対｣
と
略
称)

、
貝
原
好
古
編
・
元
禄
二

(

一
六
八
九)

自
序
の

『

八
幡
宮
本
紀』

(

以
下

｢

八｣

と
略
称)

、
木
下
順
庵
門
下
の
対

馬
藩
儒
・
陶
山
訥
庵
編
、
元
禄
十
二

(

一
六
九
九)

年
成
立
、
享
保
二

(

一
七
一
七)

年
増
訂
の
対
馬
の
地
誌

『

津
島
紀
略』

(

以

下

｢

略｣

と
略
称)
、
対
馬
藩
表
所
札
方
編
、
享
保
二

(

一
七
一
七)

年
の
幕
府
の
巡
検
使
と
の
遣
り
取
り
の
記
録

『

〈
享
保
〉
巡

検
使
記
録』

(

以
下

｢
享｣
と
略
称)

、
対
馬
藩
総
宮
司
職
藤
斎
長
及
び
神
社
奉
行
一
宮
藤
馬
編
、
宝
暦
十

(

一
七
六
〇)

年
成
立
の

対
馬
の
神
社
誌

『

対
馬
国
大
小
神
社
帳』
(

以
下

｢

帳｣

と
略
称)

、
斎
長
の
長
子
で
総
宮
司
職
の
藤
仲
郷
編
、
天
明
年
間

(

一
七
八

一
〜
八
九)

成
立
の
対
馬
の
神
社
誌
『

対
馬
州
神
社
大
帳』

(

以
下

｢

大｣

と
略
称)

、
藤
仲
郷
編
、
寛
政
二

(

一
七
九
〇)

年
成
立

の
対
馬
の
地
誌

『

対
州
古
蹟
集』
(
以
下

｢

古｣

と
略
称)

、
藤
氏
門
人
樋
口
直
右
衛
門
が
対
馬
に
来
島
し
た
幕
閣
に
提
出
す
る
た
め

に
編
纂
、
文
化
年
間

(

一
八
〇
四
〜
一
八)
成
立
の

『

対
馬
州
八
幡
宮
御
鎮
座
伝』

(

以
下

｢

鎮｣

と
略
称)

、
樋
口
の
兄
に
し
て
郡

奉
行
平
山
東
山
が
幕
臣
土
屋
帯
刀
の
命
で
幕
府
に
提
出
す
る
た
め
に
編
纂
、
文
化
六

(

一
八
〇
九)

年
成
立
の
対
馬
の
地
誌

『

津
島

紀
事』

(

以
下

｢

紀｣

と
略
称)

、
幕
吏
鈴
木
又
左
衛
門
が
文
化
年
間
の
来
島
時
に
平
山
東
山
と
遣
り
取
り
し
た
手
紙
を
編
纂
、
文
政

二

(

一
八
一
九)

年
成
立
の

『

笠
淵
奇
聞』

(

以
下

｢

笠｣
と
略
称)

で
あ
る

(

３)

(

引
用
本
文
中
の
山
カ
ッ
コ
は
割
注
を
示
す
。
ま
た

適
宜
傍
線
・
太
字
等
の
処
理
を
施
し
た)

。
ま
た
現
況
の
報
告
に
関
し
て
昭
和
以
降
の
石
碑
案
内
板
等
に
つ
い
て
は
、
記
さ
れ
た

(

刻
さ
れ
た)

人
名
の
う
ち
名
前
の
部
分
は
黒
い
四
角
で
表
示
す
る
こ
と
と
す
る

(

但
し
前
編

(｢

三
韓
出
兵｣

往
路
編)

に
は
該
当

例
は
な
い)

。
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二
、
宝
満
神
社

ま
ず
は
宝
満
神
社
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

対
・(
立
項
ナ
シ)

帳
・
一
、
寶
満
嶽
神
社

祭
神

豊
玉
姫

右
者
、
旧
号
與ヨ

良ラ
ノ

御ミ
ヲ

祖ヤ
ノ

神
社

大
・
一
、
寶
滿
神
社
一
宇
〈
旧
号
與
良
祖
神
、
自
レ

府
當
二

于
未
申
ニ
一

、
八
町
余
、
在
二

高
山
一

、
則
謂
二

宝
満
嶽
ト
一

也
、
旧
記
云
文
亀

四
年
三
月
廿
四
日
、
御
社
炎
上
、
前
夜
廿
三
日
ノ

夜
半
ニ

飛
二

来
八
幡
宮
境
内
ニ
一

、
止
リ
二

坐
ス

于
二

二
股
�
之
枝
ニ
一

、〉

鎮
・
同
年
七
月
十
八
日
着
二

御
與
良
邑
一

〈
在
下
縣
、
今
之
府
中
也
〉
…
…

(

中
略)

…
…
同
夜
有
神
〈
豊
玉
姫
神
也
、
号
二

與
良
御

祖
神
社
、
在
二

于
國
府
宝
満
嶽
〉、
誨
皇
后
曰
、
新
羅
之
民
外
強
内
弱
、
急
攻
テ

有
レ

利
、
皇
后
欣
敬

紀
・
寶
満
山
〈
音
如
レ

字
〉
在
國
府
ノ

南
ニ
一

、
相
傳
テ

曰
、
豊
玉
姫
ノ

命
歸
リ
テ
二

于
海
宮
一

而
有
レ

所
下

思
二

慕
ス
ル
上

彦
波
瀲
武
ノ

尊
ヲ
一

、
無
二

日
ト
�

不
ル
�
一
レ

思
ハ

〈
…
…

(

中
略)

…
…
〉、
顧
命
�

曰
、
祭
レ
ト
下

余
ヲ

於
邇
ク

臨
二

眺
ス
ル

筑
紫
ヲ
一

之
地
ニ
上

、
是
故
祭
二

鎭
�

于
此
地
一

稱
ス
二

與
良
ノ

御
祖
ノ

神
ト
一

、
神
功
皇
后
樹
ヲ
レ

伐
テ

引
テ
レ

縄
ヲ

爲
レ

�
ト

累
ネ
レ

土
ヲ

築
テ
レ

壇
ヲ

而
拜
セ
リ
二

于
茲
一

、
山
之
半
腹
ニ

白
巌
卓
立
シ

威

稜
嚴
然
タ
リ

、
鎭
座
傳
記
ニ

云
、
七
月
十
八
日
ノ

夜
有
レ

神
〈
豊
玉
姫
ノ

神
也
、
號
ス
二

與
良
ノ

御
祖
ノ

神
社
ト
一

、
在
二

國
府
寶
満
嶽
ニ
一

〉、

誨
テ
二

皇
后
ニ
一

曰
、
新
羅
之
民
ハ

外
強
フ
�

而
内
弱
ク

利
ア
リ
二

急
ニ

攻
ル
ニ
一

、
皇
后
欣
悦
シ
玉
ト

云
云
、
蓋
還
幸
之
時
、
謁
ス
ル
□
レ

之
ニ

由
ル
ナ
ル
カ
レ

此
ニ

也
乎
、
稱
ス
ル
二

寶
満
山
ト
一

者
ハ

依
テ
二

神
號
ニ
一

也
、(

巻
之
二

｢
山
川｣)

・
寶
満
嶽
ノ

神
社

舊
號
與
良
ノ

御
祖
ノ

神
〈
御
祖
神
訓
二

美
於
耶
乃
加
巳
ト
一

〉、
所
レ

祭
之
神
一
座
、
豊
玉
姫
ノ

命
、
社
地
ハ

在
二

國
府
ノ

坤
方
八
町
餘
ノ

南
嶽
ニ
一

、
曰
ニ

寶
満
嶽
ト
一

、
鎭
齋
ス
ル

之
事
ハ

在
二

前
條
ニ
一

、
傳
テ

云
、
文
龜
四
年
甲
子
三
月
廿
四
日
國
府
嶽
火
ア
リ

、
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前
夜
神
靈
飛
二

行
テ

于
八
幡
宮
之
側
ニ
一

、
降
ル
二

於
岐
枝
杉
ニ
一

、
宮
社
無
レ

□
豈
ニ

以
二

神
明
ノ

所
ナ
ル
ヲ
一
レ

止
ル

又
祭
レ
リ

焉
、(

巻
之
二

｢

神
社｣)

笠
・
只
今
之
府
浦
へ
御
着
岸
有
之
、
海
涯
の
与
良
石
へ
御
輦
を
安
じ
、
海
祇
豊
玉
彦
の
命
を
も
祭
給
候
古
跡
有
之
。
十
八
日
の
夜
、

与
良
の
御
祖

ミ
ヲ
ヤ
ノ

神
の
御
神
託
を
蒙
ら
れ
、
各
別
御
急
被
成
候
へ
ど
、
既
に
御
開
胎
の
月
に
当
ら
せ
ら
れ
し
か
ば
、
忽
御
産
の
気
催

さ
せ
給
ひ
し
に
よ
り
、
白
石
に
御
腹
を
冷
さ
せ
玉
ひ
て
、
産
生
の
延
ん
事
を
祈
り
給
ふ
。
其
石
を
今
神
に
比
し
て
祭
之
。

・(

筆
者
註
・
帰
路)

府
内
に
て
清
水
山
へ
御
登
り
遊
し
、
御
持
鏡
を
被
為
置
候
。
神
を
御
祭
り
、
宝
満
を
も
御
鎮
座
被
遊
候
。

こ
の
宝
満
神
社
は
、
ま
ず
位
置
は

｢

大｣

に
よ
れ
ば
府
中

(

厳
原)

の

｢

未
申

(

南
西)｣

｢

八
丁

(

約
八
七
二
ｍ)｣

程
、｢

紀｣

で
は

｢

南｣

又
は

｢

坤

(
南
西)

方
八
町｣

の

｢

宝
満
嶽

(

宝
満
山)｣

(

い
ず
れ
も
太
字
箇
所)

の
山
中
と
さ
れ
る
。
鈴
木
棠
三
氏

が
指
摘
す
る
通
り
、
名
称
か
ら
し
て
福
岡
県
太
宰
府
市
の
竈
門
神
社(

宝
満
宮)

の
勧
請
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

(

４)

。
た
だ｢

対｣

に
は
未
だ
立
項
さ
れ
て
い
な
い

(｢
対｣
中
に
は

｢

宝
満｣

は
仁
位
村
・
久
根
浜
村
の
二
例)

。
或
い
は

｢

対｣

の
編
纂
時
に
は
未
だ

宝
満
山
の
中
腹
の
大
き
な
奇
岩

(｢

紀｣
太
線
部
が

｢

山
之
半
腹
ニ

白
巌
卓
立
シ

威
稜
嚴
然
タ
リ｣

と
記
す
も
の)

に
対
す
る
素
朴
な
信

仰
で
あ
っ
て
、｢

対｣

編
者
に
と
っ
て

｢

神
社｣
と
認
識
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
で
は

｢

帳｣

が

初
出
で
、
祭
神
を
太
宰
府
市
の
竈
門
神
社
の

｢

玉
依
姫｣

と
は
異
な
り

｢

豊
玉
姫｣

、
旧
号
を

｢

与
良
御
祖
神
社｣

と
記
す

(

一
重

傍
線
部)

。｢

大｣

に
な
る
と
、
こ
の
宝
満
神
社
は
文
亀
四

(
一
五
〇
四)

年
三
月
に
火
災
に
あ
い
、
火
災
の
前
夜
に
神
が
厳
原
八
幡

宮
境
内
の
杉
の
木
の
股
に
飛
び
移
っ
た
と
す
る
伝
承

(

二
重
傍
線
部)

を
載
せ
る
。
こ
の
興
味
深
い
伝
承
は
、｢

帳｣

の

｢

府
中
八

幡
新
宮｣

項
に

｢

脇
宮
…
…

(

中
略)

…
…
／
寶
満

祭
神

豊
玉
姫｣

、｢

紀｣

に

｢

寶
満
ノ

社
所
レ

祭
之
神
一
座
、
豊
玉
姫
ノ

命
／

稱
ス
二

之
ヲ

脇
宮
ト
一｣

(

巻
之
二

｢

神
社｣)

と
あ
り
、
厳
原
八
幡
宮
神
社
に

｢
宝
満
社｣

が
脇
宮
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
由
来

を
説
く
縁
起
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(

な
お
近
代
の

『

対
馬
島
誌』
〈
一
九
二
八
年
七
月
〉、
現
代
の

『

新
対
馬
島
誌』

〈
一
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九
六
四
年
四
月
〉
に
は
厳
原
八
幡
宮
神
社
の
境
内
社
と
し
て｢

與
良
祖
神
社｣

が
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
か
ど
う
か
不
明
。

ま
た
厳
原
八
幡
宮
内
に
は
杉
の
巨
木
が
何
本
か
生
え
て
い
る
が
、
件
の
神
が
飛
び
移
っ
た
と
さ
れ
る
杉
が
現
存
す
る
か
は
不
明)

。

近
世
末
期
の

｢

鎮｣
｢

紀｣
｢

笠｣

に
な
る
と
よ
う
や
く
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

に
纏
わ
る
言
説
が
出
て
く
る

(

な
お

｢

紀｣

は

｢

鎮｣
を
引
用)

。
波
線
部
の
如
く
神
功
皇
后
が
往
路
与
良
に
立
ち
寄
っ
た
時
、
こ
の
与
良
御
祖
神

(

＝
豊
玉
姫)

が
急
ぎ

｢

新
羅｣

を
攻
め
る
べ
し
と
託
宣
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

｢

鎮｣
｢

紀｣
｢

笠｣

は
い
ず
れ
も
文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使
の
易
地
聘
礼
の

際
に
幕
閣
・
幕
吏
の
求
め
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
時
期
は
対
馬
に
於
い
て
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

譚
が
大
幅
に
増

補
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た

(

５)

。
な
お

｢

紀｣

に
は
点
線
部
の
如
く
祭
神
を
豊
玉
姫
と
す
る
こ
と
を
基
と
し
て
、『

日
本
書
紀』

の
叙

述
を
利
用
し
た
神
名

｢

与
良
御
祖
神｣

の
由
来
譚
も
記
さ
れ
る

(

６)

。

宝
満
神
社
は
、
今
も
厳
原
町
西
里
の
宝
満
山
の
山
中
に
あ
る
。
現
況
を
説
明
す
る
と
、
厳
原
か
ら
久
田
へ
と
向
か
う
県
道

(

バ
ス

通
り)

を

｢

春
田
屋
敷｣

バ
ス
停
、
旧
久
田
道
と
の
交
差
点
を
過
ぎ
て
か
な
り
久
田
寄
り
に
右
に
宝
満
山
方
面
へ
と
上
が
っ
て
い
く

道
が
あ
る
。
そ
こ
を
右
に
曲
が
り
、
少
し
歩
い
て
い
く
と
左
側
に
登
り
の
参
道

(

山
道)

が
あ
る
。
な
お
そ
の
右
側
に
は
下
り
の
参

道
が
あ
り
、
下
っ
て
い
く
と
中
途
石
鳥
居

(
正
面
向
か
っ
て
右
の
柱

｢

奉

寄
進
願
主

八
坂
忠
助｣

・
左
柱

｢

文
化
五
年
□
辰

六
月
吉
日｣)

が
あ
る

(

写
真
①)

。
バ
ス
通
り
が
で
き
る
前
は
、
浜
辺
か
ら
こ
の
鳥
居
を
潜
り
抜
け
て
神
社
へ
と
登
っ
て
行
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
参
道
を
登
っ
て
行
く
と
、
中
途
左
右
一
対
の
石
塔(

向
か
っ
て
右
・
正
面｢

天
保
三
辰

正
月
吉
日｣

・
内
側｢

奉
献｣

・

裏
面

｢

阿
比
留
□
兵
衛｣

、
左
・
正
面

｢

八
坂
□
兵
衛｣

・
内
側

｢
奉
献｣

・
裏
面

｢

天
保
三
辰

正
月
吉
日｣)

が
あ
る
。
更
に
登
っ

て
行
く
と
木
造
の
拝
殿
と
ト
タ
ン
製
の
神
殿
に
行
き
着
く
。
拝
殿
前
に
石
鳥
居

(

正
面
額

｢

宝
満
宮｣

・
右
柱

｢

奉

昭
和
五
十
三

年
五
月
吉
日｣

・
左
柱

｢

献

西
里
生
産
組
合
建
之｣

、
一
対
の
石
塔

(
向
か
っ
て
右

｢

文
字
あ
る
も
判
読
で
き
ず｣

・
向
か
っ
て
左

｢

文
字
が
彫
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
不
明｣)

が
あ
る(

写
真
②)

。
拝
殿
の
前
は
か
な
り
広
い
広
場
と
な
っ
て
お
り
、
拝
殿
に
向
か
っ
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て
左
手
に
は
土
俵
の
跡
ら
し
き
も
の
も
存
し
た
。
拝
殿
の
右
脇
の
か
な
り
険
し
い
山
道
を
登
っ
て
行
く
と
件
の
巨
大
な
奇
岩(

岩
磐)

が
あ
る

(

写
真
③)

。
岩
磐
前
に
石
鳥
居
残
決

(

右
柱

｢

文
字
あ
る
も
判
読
で
き
ず｣)

、
左
右
一
対
の
石
塔

(

向
か
っ
て
右
・
正
面

｢
奉
献｣
・
裏

｢

亀
井
□
□｣

、
向
か
っ
て
左
・
正
面

｢

奉
献｣)

、
左
右
一
対
の
狛
犬

｢

向
か
っ
て
右
・
正
面

｢

乙

文
政
八
年｣

、
向

か
っ
て
左
・
正
面

｢

酉

四
月
吉
日｣)

が
あ
る
。
現
在
の
例
祭
日
は
旧
暦
三
月
一
六
日
で
あ
る

(

７)

。

三
、
浜
殿
神
社

次
に
、
浜
殿
神
社
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

対
・(

立
項
ナ
シ)

帳
・

末
社

〃
火ヒ

ノ

鎮
カ
ミ
ノ

社

〃
火ホ
ノ

荒ア
ラ

魂
ミ
タ
マ
ノ

社

〃
山
ヤ
マ
ノ

祇
カ
ミ
ノ

社

〃
今
宮
社

〃
濱
殿
社

〃
與ヨ

良ラ

石
イ
シ
ノ

社

〃
志
良
石
社
〈
皇
后
古
蹟
〉

大
・
一
、
濱
殿
神
社
一
宇
〈
祭
神
殿
守
神
也
、
金
石
川
脇
有
白
石
與
良
石
之
向
、
八
月
十
五
日
八
幡
大
神
有
行
幸
、
執
行
放
生
會
社

也
、
三
根
郷
在
木
坂
村
同
于
行
先
殿
、
又
仁
位
郷
仁
位
村
同
于
波
良
波
神
社
、
〉

古
・
櫻
川
〈
今
号
金
石
川
、
屋
形
南
流
、
川
北
與
良
石
立
石
ノ
古
蹟
ア
リ
、
…
…

(

中
略)

…
…
此
東
一
町
計
ニ
�
殿
ト
云
ハ
祠
ア

リ
、
皇
后
陳
営
ノ
址
ト
云
、
傳
フ
百
余
年
前
マ
テ
八
幡
宮
ノ
假
殿
場
タ
リ
、

鎮
・
同
年
七
月
十
八
日
着
二

御
與
良
邑
一

〈
在
下
縣
、
今
之
府
中
也
〉
…
…

(
中
略)

…
…
而
据
二

鳳
輦
于
與
良
石
之
上
〈
與
良
石
方

壹
丈
許

ハ
カ
リ

、
平
盤
石
也
、
色
白
、
在
二

國
府
櫻
川
之
南
中
洲
之
西
、
國
府
嶽
之
東
一

〉、
待
二

衆
舩
之
着
到
一

、
入
二

御
行
宮
一

有
レ

日
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〈
行
宮
跡
在
二

與
良
石
之
東
一

、
号
二

濱
殿
、
祭
二

豊
玉
彦
一

神
、
古
昔
八
月
十
五
日
八
幡
新
宮
有
行
幸
、
執
行
放
生
會
之
地
也
〉、

同
夜
有
神
〈
豊
玉
姫
神
也
、
号
二

與
良
御
祖
神
社
、
在
二

于
國
府
宝
満
嶽
〉、
誨
皇
后
曰
、
新
羅
之
民
外
強
内
弱
、
急
攻
テ

有
レ

利
、

紀
・
�
殿
ノ

神
社

所
レ

祭
之
神
一
座
、
海
祇
豊
玉
彦
ノ

命
神
、
祠
在
二

與
良
石
之
東
ニ
一

、
社
地
ハ

神
功
皇
后
行
宮
之
古
蹟
ニ
�

而
毎
ニ
レ

歳

仲
秋
行
二

幸
シ
テ

于
此
社
ニ
一

、
有
二

放
生
之
式
一

、
故
謂
二

浮
殿
ト
一

、
今
ヤ

也
駐
ム
二

蹕
ヲ

於
南
�
ニ
一

、(

巻
之
二

｢

神
社｣)

笠
・
只
今
之
府
浦
へ
御
着
岸
有
之
、
海
涯
の
与
良
石
へ
御
輦
を
安
じ
、
海
祇
豊
玉
彦
の
命
を
も
祭
給
候
古
跡
有
之
。
十
八
日
の
夜
、

与
良
の
御
祖

ミ
ヲ
ヤ
ノ

神
の
御
神
託
を
蒙
ら
れ
、
各
別
御
急
被
成
候
へ
ど
、

こ
の
浜
殿
神
社
は
、
位
置
は
諸
書
の
太
字
箇
所
の
通
り
金
石
川

(

桜
川)

の
ほ
と
り
に
存
し
た

｢

与
良
石｣

の
東
側
と
さ
れ
る
。

管
見
の
限
り
初
出
は｢

帳｣
で
、
八
幡
新
宮
の
末
社
と
し
て
与
良
石
社
・
志
良
石
社
と
並
び｢

皇
后
古
蹟｣

と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
、

江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
は
神
功
皇
后
｢

三
韓
出
兵｣

譚
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
但
し

｢

対｣

に
は
立
項
さ
れ

て
お
ら
ず
、
古
く
は
神
社
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
来

｢

大｣

に

｢

八
月
十
五
日
八
幡
大
神
有
行
幸
、
執
行
放

生
會｣

、｢

古｣

に

｢

傳
フ
百
余
年
前
マ
テ
八
幡
宮
ノ
假
殿
場
タ
リ｣

、｢

鎮｣

に

｢

古
昔
八
月
十
五
日
八
幡
新
宮
有
行
幸
、
執
行
放
生

會
之
地
也｣

、｢

紀｣

に

｢

毎
ニ
レ

歳
仲
秋
行
二

幸
シ
テ

于
此
社
ニ
一

、
有
二

放
生
之
式
一

、
故
謂
二

浮
殿
ト
一

、
今
ヤ

駐
ム
二

蹕
ヲ

於
南
�
ニ
一

、｣
(

い
ず

れ
も
二
重
傍
線
部)

と
あ
る
如
く
、
ま
た

｢

浜
殿｣
の
名
称
か
ら
鑑
み
る
に
、
八
幡
新
宮

(

厳
原
八
幡
宮
神
社)

の
旧
暦
八
月
十
五

日
の
祭
礼
に
際
し
神
輿
の
浜
下
り
の
行
幸
の
行
き
先
で
放
生
会
を
行
う
場
で
あ
り

(

つ
ま
り
は
往
古
は
こ
の
辺
り
が
浜
辺
・
海
岸
線

で
あ
っ
た)

、
そ
の
場
が
神
社
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
祭
神
は

｢

大｣

で
は

｢

殿
主
神｣

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
が

｢

鎮｣

以
降

｢

豊
玉
彦｣

へ
と
変
更
さ
れ
て
い
く

(

い
ず
れ
も
一
重
傍
線
部)
。
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

譚
と
の
結
び
付
け
ら
れ
方
は
、

諸
書
の
波
線
部
の
如
く
神
功
皇
后
の
往
路
の
与
良
で
の
行
宮
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
神
輿
の
渡
御
の
場
並
び
に

｢

浜
殿｣

の
名
称
に
よ

る
付
会
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
浜
殿
神
社
は
、
厳
原
町
今
屋
敷
に
現
存
す
る
。
長
崎
県
道
二
十
四
号
線

(

厳
原
豆
酘
美
津
島
線)

沿
い
で
、
観
光
情
報
館

｢
ふ
れ
あ
い
処
つ
し
ま｣

の
反
対
側

(

厳
原
郵
便
局
側
。
郵
便
局
と
は
小
道
を
挿
ん
で
隣
合
っ
て
い
る)

で
、
金
石
川
に
も
ほ
ど
近

い
。
現
況

(

写
真
④)

は
、
ま
ず
敷
地
入
り
口
に
石
鳥
居

(

向
か
っ
て
右
柱

｢

昭
和
三
十
一
年
七
月
吉
日

吉
田｣

・
向
か
っ
て
左

柱

｢

奉
寄
進｣)

が
あ
る
。
敷
地
に
入
っ
て
右
手
に
祠
の
前
に
石
鳥
居

(

向
か
っ
て
右
柱

｢

天
保
十
巳
亥
年
八
月
吉
日｣

・
向
か
っ
て

左
柱

｢

中
□
／
佐
々
木
／
住
野
／
□
□｣)

、
そ
の
奥
に
石
祠

(

右
側
面

｢

天
保
十
□
□
／
八
月
吉
日｣

・
正
面

｢

中
□
□
□
／
伊
野

善
九
郎
／
伊
野
□
□
□｣)

(

写
真
⑤)

が
あ
る
。
そ
の
他
神
域
に
石
の
手
水
鉢
が
三
つ
、
石
碑
一
つ

(

文
面
読
め
ず)

、
石
灯
篭
一

つ
あ
り
。
現
在
の
例
祭
日
は
、
厳
原
八
幡
宮
神
社
と
同
様
に
旧
暦
八
月
十
五
日
で
あ
る

(

８)

。

四
、
与
良
石
神
社

続
い
て
与
良
石
神
社
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

対
・(

立
項
ナ
シ)

享
・
而
後
着
御
於
与
良
地
座
与
良
石
、
于
時
産
気
既
起
冷
腹
白
石
、
取
石
挿
裳
腰
誓
止
産
気
、
挿
裳
腰
石
在
於
筑
紫
伊
斗
村

帳
・

末
社

〃
火ヒ

ノ

鎮
カ
ミ
ノ

社

〃
火ホ
ノ

荒ア
ラ

魂
ミ
タ
マ
ノ

社

〃
山
ヤ
マ
ノ

祇
カ
ミ
ノ

社

〃
今
宮
社

〃
濱
殿
社

〃
與ヨ

良ラ

石
イ
シ
ノ

社

〃
志
良
石
社
〈
皇
后
古
蹟
〉

古
・
櫻
川
〈
今
号
金
石
川
、
屋
形
南
流
、
川
北
與
良
石
立
石
ノ
古
蹟
ア
リ
、
與
良
石
ハ
神
后
御
舩
ヲ
着
テ
揚
玉
シ
玉
フ
所
、
石
白
石

也
、
亦
名
白
石
ト
ス
、
神
祠
ア
リ
、
古
川
氏
屋
敷
内
也
、
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鎮
・
同
年
七
月
十
八
日
着
二

御
與
良
邑
一

〈
在
下
縣
、
今
之
府
中
也
〉
…
…

(

中
略)

…
…
而
据
二

鳳
輦
于
與
良
石
之
上
〈
與
良
石
方

壹
丈
許
、

ハ
カ
リ

平
盤
石
也
、
色
白
、
在
二

國
府
櫻
川
之
南
中
洲
之
西
、
國
府
嶽
之
東
一

〉、
待
二

衆
舩
之
着
到
一

、

紀
・
金
石
川
〈
加
禰
伊
志
假
輪
〉
古
ハ

曰
二

櫻
川
ト
一

…
…

(

中
略)

…
…
山
水
自
二

城
南
一

流
レ
テ二

於
與
良
石
白
石
之
間
ヲ
一

、
至
テ
二

于
江

尻
ニ
一

入
レ

海
ニ

一
帯
之
河
也
、
與
良
石
ハ

在
二

府
城
之
東
ニ
一

、
出
ル
�
レ

地
ヲ

周
リ

約
八
丈
五
尺
許
、
高
サ

二
尺
六
寸
或
ハ

一
尺
三
四
寸
、

其
色
赤
黒
、
入
ル
�
レ

地
ニ

不
レ

知
二

幾
于
ナ
ル
�
ヲ
一

、
與
良
ト
ハ

者
因
二

府
名
ニ
一

乎
、
相
傳
テ

云
上
世
ノ

海
崖
也
、
神
功
皇
后
解
キ
二

纜
ヲ

於
内

院
浦
ニ
一

、
七
月
十
八
日
到
テ
二

此
津
湊
ニ
一

、
安
ス
二

瑶
輿
ヲ

於
岩
上
ニ
一

、
其
基
址
也
、
故
比
�
レ

神
ニ

祭
レ

之
ヲ

、
與
良
石
ノ

東
ニ

有
二

行
宮
ノ

遺
跡
一

、
祭
二

鎭
ス

�
殿
ノ

神
ヲ
一

、(

巻
之
二

｢

山
川｣)

・
與
良
石
ノ

社

神
功
皇
后
ノ

基
址
、
事
ハ

具
シ
ク
二

于
金
石
川
之
條
下
ニ
一

、

志
良
石
ノ

社
、
同
レ

上
ニ

、(
巻
之
二
｢

神
社｣)

笠
・
只
今
之
府
浦
へ
御
着
岸
有
之
、
海
涯
の
与
良
石
へ
御
輦
を
安
じ
、
海
祇
豊
玉
彦
の
命
を
も
祭
給
候
古
跡
有
之
。

こ
の
与
良
石
神
社
は
、
位
置
は
、｢

古｣
に
よ
れ
ば

｢

櫻
川
〈
今
号
金
石
川
、
屋
形
南
流
、
川
北
與
良
石
立
石
之
古
蹟
ア
リ
〉｣

、

｢

鎮｣

に
よ
れ
ば

｢

在
二

國
府
櫻
川
之
南
中
洲
之
西
、
國
府
嶽
之
東｣

、｢

紀｣

に
よ
れ
ば

｢

金
石
川
〈
加
禰
伊
志
假
輪
〉
古
ハ

曰
二

櫻

川
ト
一

…
…

(

中
略)

…
…
山
水
自
二

城
南
一

流
レ
テ
二

於
與
良
石
白
石
之
間
ヲ
一

、
至
テ
二

江
尻
ニ
一

入
レ

海
ニ
一

帯
之
河
也
、
與
良
石
ハ

在
二

府
城
之

東
ニ
一｣

(

い
ず
れ
も
太
字
箇
所)

と
金
石
川

(

桜
川)

沿
い
に
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し

｢

古｣

で
は
立
石

(

後
掲
の

｢

白
石｣)

と
共
に
川
の
北
側

(

左
岸)

で
あ
る
の
に
対
し
、｢

鎮｣

で
は
南
中
洲
の
西
側
、｢

紀｣

で
は
白
石
の
反
対
側

(

右
岸)

と
場
所
が
一

定
し
な
い
。
な
お
往
古
は

｢

海
崖｣

(｢

紀｣

・｢

笠｣

の
太
字
箇
所)
と
あ
る
の
で
、
海
に
面
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。
近
世
中
期
に
は

｢

古
川
氏
屋
敷
内｣

(｢

古｣

の
太
字
箇
所)

に
あ
っ
た
。
管
見
の
限
り
初
出
は

｢

享｣

で
あ
り
、｢

古｣

・｢

鎮｣

・｢

紀｣

・｢

笠｣

共
に

神
功
皇
后

(

の
鳳
輦)

の
与
良
の
上
陸
地
点
で
あ
っ
た
と
す
る

(

波
線
部)
。
与
良
石
自
体
は
、｢

鎮｣

に
よ
れ
は

｢

方
壹
丈
許

ハ
カ
リ

、
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平
盤
石
也｣

(

一
辺
約
三
〇
三
糎)

、｢

紀｣

に
よ
れ
ば
は

｢

出
ル
�
レ

地
ヲ

周
リ

約
八
丈
五
尺
許
、
高
サ

二
尺
六
寸
或
ハ

一
尺
三
四
寸
、
其
色

赤
黒
、
入
ル
�
レ

地
ニ

不
レ

知
二

幾
于
ナ
ル
�
ヲ｣

(

周
囲
約
二
五
・
七
五
ｍ
、
高
さ
約
七
九
糎
か
ら
約
四
二
・
一
糎)

(

い
ず
れ
も
太
線
部)

の

巨
大
で
平
盤
な
形
の
奇
岩
で
あ
っ
た

(｢

紀｣

に
よ
れ
ば
後
掲
の

｢

白
石｣

同
様
に
地
中
深
く
ま
で
達
し
て
い
る
と
い
う)

。｢

対｣

の
段
階
で
は
ま
だ
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
元
々
は
奇
岩
に
対
す
る
素
朴
な
信
仰
の
み
で
神
社
と
は
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
大
き
く
特
殊
な
形
状
か
ら
神
功
皇
后｢

三
韓
出
兵｣

譚
に
取
り
込
ま
れ
て
や
が
て
神
社
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
そ
の
色
に
つ
い
て
は

｢

古｣

は

｢

石
白
石｣

、｢

鎮｣

は

｢

色
白｣

(

い
ず
れ
も
太
線
部)

と
し
、｢

古｣

に
よ
れ
ば

｢

白
石｣

と

い
う
別
称
も
存
し
た

(
二
重
傍
線
部)

。
し
か
し

｢

紀｣

で
は

｢

赤
黒｣

(

太
線
部)

と
さ
れ
る
。

こ
の
与
良
石
社
は
、
厳
原
町
今
屋
敷
の
金
石
川
左
岸
に
位
置
す
る
観
光
情
報
館

｢

ふ
れ
あ
い
処
つ
し
ま｣

の
観
光
案
内
所
で
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
観
光
情
報
館
の
辺
り
に
あ
っ
た
そ
う
だ
が
廃
社
と
な
り
、
現
在
は
残
念
な
が
ら
痕
跡
す
ら
見
当
た
ら
な
い
。

五
、
白
石
社

最
後
に
白
石
社
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

対
・(

立
項
ナ
シ)

八
・
御
船
の
中
よ
り
し
て
、
御
産
の
も
よ
ほ
し
お
は
し
け
れ
ば
、
陸
に
あ
が
ら
せ
給
ひ
て
、
白
石
に
御
腰
を
ひ
や
さ
れ
、
産
御
の
延

な
ん
事
を
い
の
ら
せ
給
ふ
。
其
石
今
猶
府
中
〈
下
縣
郡
與
良
郷
の
東
な
り
〉
の
西
の
山
下
に
あ
り
。
此
石
地
上
に
出
る
事
六
尺

計
あ
り
。
地
中
に
入
事
は
甚
ふ
か
し
と
云
傳
ふ
。
方
一
尺
三
寸
計
に
し
て
、
柱
の
立
た
る
が
如
し
。
皇
后
の
御
腰
を
ひ
や
し
給

ひ
し
石
な
れ
ば
と
て
、
今
に
至
る
ま
で
諸
人
崇
敬
せ
り
。(

巻
之
二

｢
神
功
皇
后
紀
上｣)
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略
・
八
幡
愚
童
記
ニ

云
、
神
功
皇
后
帥
ヒ
テ
二

舟
師
ヲ
一

過
グ
ル
二

対
馬
ヲ
一

時
、
有
リ
二

産
気
一

、
故
ニ

留
レ

舟
ヲ

上
リ
レ

崖
ニ

、
觸
レ
二

白
石
ニ
一

冷
カ
ニ
シ
テ
二

腹
腰
ヲ
一

以
テ

祈
ル
レ

延
ン
�
ヲ
二

産
生
ノ

之
期
ヲ
一

、
於
テ
レ

是
ニ

産
氣
忽
チ

止
ム
ト

、
今
國
府
之
西
有
リ
下

白
石
突
二

出
シ
テ

於
土
中
ヨ
リ
一

而
如
ク
ナ
ル
レ

柱
ノ

者
上

、
州
俗
古
来
相
傳
ヘ
テ

以
テ

爲
ス
二

皇
后
冷
ス
ノ
レ

腹
ヲ

之
石
ト
一

也
、(

巻
之
二

｢

神
社｣)

帳
・

末
社

〃
火ヒ

ノ

鎮
カ
ミ
ノ

社

〃
火ホ
ノ

荒ア
ラ

魂
ミ
タ
マ
ノ

社

〃
山
ヤ
マ
ノ

祇
カ
ミ
ノ

社

〃
今
宮
社

〃
濱
殿
社

〃
與ヨ

良ラ

石
イ
シ
ノ

社

〃
志
良
石
社
〈
皇
后
古
蹟
〉

古
・
櫻
川
〈
今
号
金
石
川
、
屋
形
南
流
、
川
北
與
良
石
立
石
ノ
古
蹟
ア
リ
、
…
…

(

中
略)

…
…
立
石
ハ
與
良
石
ヲ
去
ル
�
三
四
十

間
、
土
中
ヨ
リ
兀
立
ス
、
高
サ
四
尺
余
、
皇
后
臨
産
ノ
氣
ア
リ
、
御
腹
ヲ
此
石
ニ
冷
�
神
ニ
祈
リ
産
氣
ヲ
止
玉
フ
、
統
フ
ニ
石

壁
ヲ
以
シ
、
立
石
祠
ト
号
、
平
田
氏
カ
屋
敷
中
也
、

鎮
・
同
年
七
月
十
八
日
着
二

御
與
良
邑
一

〈
在
下
縣
、
今
之
府
中
也
〉
…
…

(

中
略)

…
…
皇
后
欣
敬
于
時
皇
后
産
氣
既
起
矣
、
於
是

冷
二

腹
于
白
石
一

〈
白
石
在
二

于
與
良
石
之
北
四
十
歩
許
之
処
、
色
白
高
一
丈
余
、
如
立
柱
而
少
斜
、
神
后
紀
云
當
皇
后
之
開
胎

則
取
石
挿
レ

裳
祈
曰
、
事
竟
還
日
、
産
二

於
茲
土
一

云
云
〉、
祈
曰
在
二

胎
中
一

之
皇
子
爲
タ
ラ
ハ
二

吾
國
ノ

主
一

此
時
不
レ

可
レ

有
二

産
生
一

、

而
可
レ

生
二

征
韓
之
後
一

、
産
氣
既
止
焉
、

紀
・
金
石
川
〈
加
禰
伊
志
假
輪
〉
古
ハ

曰
二

櫻
川
ト
一

…
…

(
中
略)

…
…
山
水
自
二

城
南
一

流
レ
テ
二

於
與
良
石
白
石
之
間
ヲ
一

、
至
テ
二

于
江

尻
ニ
一

入
レ

海
ニ

一
帯
之
河
也
、
…
…

(

中
略)

…
…
白
石
ハ

〈
志
良
伊
思
〉
在
二

與
良
石
之
北
四
十
一
歩
許
ニ
一

、
突
二

出
�

於
土

中
ヨ
リ
一

而
如
レ

楹
ノ

、
石
頭
斜
也
、
其
高
一
丈
餘
ト

云
フ

、
今
出
ル
�
レ

地
ヲ

四
尺
二
寸
五
分
、
前
面
一
尺
二
寸
横
一
尺
四
寸
五
分
、
其

色
黄
白
、
稱
ス
ル
二

白
石
ト
一

者
ハ

依
レ
ル
二

石
色
ニ
一

乎
、
傳
云
聖
母
當
レ

免
ニ

冷
シ
二

聖
躬
ヲ

於
白
石
ニ
一

、
�
ツ
テ
二

神
祇
ニ
一

曰
、
胎
中
ノ

皇
子

爲
ラ
ハ
二

天
下
之
君
ト
一

、
戎
事
終
ツ
テ

而
後
生
レ
玉
ヘ
ト

焉
、
産
氣
忽
止
ム

、
以
爲
�
レ

神
ト

祭
ル
レ

焉
、
八
幡
愚
童
記
ニ

云
、
神
功
皇
后
ノ

師
舟
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過
ル
二

對
馬
ヲ
一

之
時
、
有
二

産
氣
一

、
故
留
テ
レ

舟
ヲ

上
リ
レ

崖
ニ

觸
シ
テ
二

白
石
ニ
一

、
冷
シ
テ
二

腹
腰
ヲ
一

以
祈
レ
リ
レ

延
ン
�
ヲ
二

産
生
之
期
ヲ
一

、
於
レ

是
ニ

産
氣
忽
止
ト

是
也
、(

巻
之
二

｢

山
川｣)

・
與
良
石
ノ

社

神
功
皇
后
ノ

基
址
、
事
ハ

具
シ
ク
二

于
金
石
川
之
條
下
ニ
一

、

志
良
石
ノ

社
、
同
レ

上
ニ

、(

巻
之
二

｢

神
社｣)

笠
・
既
に
御
開
胎
の
月
に
当
ら
せ
ら
れ
し
か
ば
、
忽
御
産
の
気
催
さ
せ
給
ひ
し
に
よ
り
、
白
石
に
御
腹
を
冷
さ
せ
玉
ひ
て
、
産
生
の

延
ん
事
を
祈
り
給
ふ
。
其
石
を
今
神
に
比
し
て
祭
之
。

こ
の
白
石
社
は
、
位
置
は

｢

古｣

に
よ
れ
ば

｢

櫻
川
〈
今
号
金
石
川
、
屋
形
南
流
、
川
北
與
良
石
立
石
之
古
蹟
ア
リ
、
…
…

(

中

略)

…
…
立
石
ハ
與
良
石
ヲ
去
ル
�
三
四
十
間
〉(

金
石
川
の
北
で
与
良
石
か
ら
約
五
四
・
六
ｍ
か
ら
七
二
・
八
ｍ)

、｢

鎮｣

に
よ

れ
ば

｢

于
與
良
石
之
北
四
十
歩
許
之
処｣
(

与
良
石
の
北
約
七
二
・
八
ｍ)

、｢

紀｣

に
よ
れ
ば

｢

與
良
石
之
北
四
十
一
歩
許｣

(

同
約

七
四
・
六
ｍ)

で

｢

古｣

に
よ
れ
ば

｢
平
田
氏
カ
屋
敷
中｣

に
あ
っ
た
と
い
う

(

い
ず
れ
も
太
字
箇
所)

。
柱
上
に
立
っ
た
奇
岩
で
、

管
見
の
限
り

｢

八｣

が
初
出
で
あ
る
。｢
八｣
に
よ
れ
ば

｢

地
上
に
出
る
事
六
尺
計｣

(

高
さ
約
一
八
一
糎)

・｢

方
一
尺
三
寸
計｣

(

幅
約
四
〇
糎)

、｢

古｣

に
よ
れ
ば｢

高
サ
四
尺
余｣

(

約
一
二
一
・
二
糎)

、｢

鎮｣

に
よ
れ
ば｢

高
一
丈
余｣

(

約
三
〇
三
糎)

｢

紀｣

に
よ
れ
ば

｢

其
高
一
丈
餘
ト

云
フ

、
今
出
ル
�
レ

地
ヲ

四
尺
二
寸
五
分
、
前
面
一
尺
二
寸
横
一
尺
四
寸
五
分｣

(

高
さ
・
元
来
三
〇
三
糎
、

現
在
地
上
に
出
て
い
る
部
分
は
約
一
二
七
糎
、
幅
・
前
約
三
六
糎
、
横
約
四
三
糎)

、
色
は

｢

鎮｣

は

｢

色
白｣

、｢

紀｣

は

｢

黄
白｣

(

い
ず
れ
も
太
線
部)

で
あ
っ
た
。
な
お

｢

古｣

に
よ
れ
ば
柱
上
の
形
状
か
ら

｢

立
石｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(

二
重
傍
線
部)

。
既
に

｢

八｣

は
そ
の

｢

白
石｣

と
い
う
名
称
の
一
致
か
ら
、｢

御
船
の
中
よ
り
し
て
、
御
産
の
も
よ
ほ
し
お
は
し

け
れ
ば
、
陸
に
あ
が
ら
せ
給
ひ
て
、
白
石
に
御
腰
を
ひ
や
さ
れ
、
産
御
の
延
な
ん
事
を
い
の
ら
せ
給
ふ｣

(

波
線
部)

と
、『

八
幡
愚

童
訓』

甲
本
上
巻
の｢

対
馬
国
ニ
テ
御
船
ヨ
リ
下
給
ヒ
、
鎧
ヲ
解
置
キ
白
石
ニ
御
腹
ヲ
冷
シ
ツ
ヽ
、
御
裳
ノ
腰
ニ
石
ヲ
挿
マ
セ
給
テ｣
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の

｢

白
石｣

に
付
会
し
た
説
を
掲
載
し
て
い
る

(

９)

。
詳
細
は
旧
稿
に
て
述
べ
た

(

�)

が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
は
対
馬
藩
総
宮
司
職
藤
氏
周
辺
で

作
成
さ
れ
た
説
で
、
こ
の
厳
原
の

｢

白
石｣

は

『

八
幡
愚
童
訓』

甲
本
の

｢

白
石｣

と
は
異
な
り
携
行
で
き
ず
、
つ
ま
り
は
そ
の
場

に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
対
馬
に
と
っ
て
は
都
合
の
良
い
説
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。｢

対｣

の
段
階
で
は
ま
だ
立
項
さ
れ
て

お
ら
ず
、
恐
ら
く
は
そ
の
特
殊
な
形
状
か
ら
何
ら
か
の
信
仰
は
集
め
て
い
た
と
は
思
う
が
、
与
良
石
同
様
元
々
は
神
社
と
は
目
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

譚
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、｢

帳｣

以
降
は

｢

白

石｣

は
神
社
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
く
。
な
お

｢

八｣

が
伝
え
る

｢

地
中
に
入
事
は
甚
ふ
か
し
と
云
傳
ふ｣

(

太
線
部)

と
い
う
説

は
、
近
代
に
至
る
ま
で
生
き
た
伝
承
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
ま
た
白
石
社
は
、
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

譚
に

関
わ
ら
せ
ら
れ
た
た
め
か
、
安
産
の
神
と
し
て
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(

�)

。

白
石
社
は
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
は
厳
原
町
今
屋
敷
の
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
存
し
た
ら
し
い
が

(

�)

現
在
は
廃
社
と
な
り
、

旧
所
在
地
か
ら
通
り
を
挟
ん
だ
桜
橋
公
園

(

市
役
所
前
。
金
石
川
左
岸
に
位
置
す
る)

内
に
御
神
体
の
白
石
の
み
移
転
し
て
い
る

(

祠
・
鳥
居
等
な
し)

(

写
真
⑥)

。
白
石
は
現
状
で
は
、
寸
法
は
高
一
三
〇
糎
、
正
面

(

通
り
側)

三
九
糎
、
右
三
五
糎
、
左
三
一

糎
、
背
面
四
〇
糎
の
角
柱
型
の
石
で
あ
る
。

六
、
小
括

以
上
、
厳
原
市
街
地
地
区
の
神
功
皇
后｢

三
韓
出
兵｣

譚
往
路
に
纏
わ
る
縁
起
説
を
有
す
る
宝
満
神
社
・
浜
殿
神
社
・
与
良
石
社
・

白
石
社
の
四
社
に
つ
い
て
現
況
の
報
告
を
も
行
い
な
が
ら
概
括
し
て
き
た
。
浜
殿
神
社
・
与
良
石
社
跡
・
白
石
社
跡
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
管
見
の
限
り
小
島
武
博
氏

『

対
馬
府
中
潘

ぶ
ら
り
城
下
町
散
歩』

(
二
〇
一
四
年
一
二
月

交
隣
舎
出
版
企
画)

第
六
章
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｢

今
屋
敷
展
示
館｣

八
〇
頁
収
載
の
地
図
が
最
も
分
か
り
や
す
い
も
の
と
思
う
。
な
お
本
誌
次
号
に
は

｢

後
編

(｢

三
韓
出
兵｣

復
路

編)｣

を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

註

(

１)

巻
第
九

｢
気
長
足
姫
尊

神
功
皇
后｣

に
よ
れ
ば
、
神
功
皇
后
の
船
団
は

｢

和
珥
津｣

よ
り
出
港
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
和
珥
津
が
対
馬

の
現

｢

鰐
浦｣
で
あ
る
と
さ
れ
る

(

本
文
・
註
共
に
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〈
小
学
館
〉
に
よ
り
確
認)

。

(

２)

①

｢

対
馬
厳
原
八
幡
宮
縁
起
説
の
変
容
と
神
功
皇
后

｢

三
韓
征
伐｣

譚｣
(

中
京
大
学

『

文
学
部
紀
要』

四
七
―
二

二
〇
一
三
年
三
月)

、

②

｢

対
馬
・
海
神
神
社
縁
起
説
の
形
成｣
(『

説
話
・
伝
承
学』

二
三

二
〇
一
五
年
三
月)

、
③

｢

対
馬
に
於
け
る
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

復
路
伝
承
の
形
成｣

(『

軍
記
と
語
り
物』

五
二

二
〇
一
六
年
三
月)

、
④

｢

対
馬
に
於
け
る
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

伝
承
の
形
成

往
路
の
寺
社
縁
起
説
を
中
心
に

｣
(『

説
話
・
伝
承
学』

二
四

二
〇
一
六
年
三
月)

、
⑤

｢

長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
宗
家
文
庫

蔵『

対
馬
州
八
幡
宮
御
鎮
座
伝』

に
つ
い
て｣

(『

中
京
大
学
文
学
会
論
叢』

二

二
〇
一
六
年
三
月)

、
⑥｢

対
馬
の｢

金
田
城
跡｣

築
城
・

大
吉
戸
神
社
創
建
を
巡
る
言
説
と
神
功
皇
后

｢
三
韓
出
兵｣

譚

｣
(『

軍
記
と
語
り
物』

五
三

二
〇
一
七
年
三
月)

、
⑦

｢『

対
州
古
蹟
集』

所
収
・
神
功
皇
后

｢

三
韓
出
兵｣

往
路
に
関
す
る
異
伝
に
つ
い
て｣

(『

伝
承
文
学
研
究』

六
六

二
〇
一
七
年
八
月)

。

(

３)

引
用
・
確
認
は
以
下
に
よ
る
。｢

対｣

＝
鈴
木
棠
三
著

『
対
馬
の
神
道』

(

一
九
七
二
年
一
月

三
一
書
房)

、｢

八｣

＝
益
軒
全
集
・
五

(

隆

文
館)

、｢

略｣

＝
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
・
近
世
後
期
写
本

(

藤
子
光
〈
仲
郷
〉
書
入
本)

、｢

享｣

＝
宗
家
文
書
を
読
む
・
弐

(

交
隣
舎

出
版
企
画)

、｢

帳｣

＝
宗
家
文
庫
蔵
・
宝
暦
十
年
写
本
、｢

大｣
＝
宗
家
文
庫
蔵
・
天
明
年
間
写
本
、｢

古｣

＝
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
・
天

保
十
四
年
写
本
、｢

鎮｣

＝
宗
家
文
庫
蔵
・
近
世
後
期
写
本
、｢

紀｣
＝
対
馬
叢
書
・
二
〜
四

(

東
京
堂
出
版)

、｢

笠｣

＝
対
馬
叢
書
・
四

(

東

京
堂
出
版)

。

(

４)

鈴
木
棠
三
氏

｢

対
馬
島
の
神
祠｣

(『

旅
と
伝
説』

十
一
―
六

一
九
三
八
年
六
月
、
同
氏
註

(

３)

前
掲
書
第
一
部
に
再
録)

に
よ
る
。
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(

５)

註

(

２)

前
掲
④
拙
論
に
よ
る
。

(
６)

巻
第
二

｢

神
代
下
・
第
十
段｣

。『

日
本
書
紀』

本
文
の
確
認
は
、
註

(

１)

に
同
じ
。

(
７)
例
祭
日
は
一
般
社
団
法
人
対
馬
観
光
物
産
協
会
編

『

対
馬
神
社
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

神
話
の
源
流
へ
の
旅

』
(

二
〇
一
七
年
三
月
、
二
〇

二
〇
年
一
二
月
に
実
施
の
実
地
踏
査
時
に
入
手)

に
よ
り
確
認
。

(

８)

例
祭
日
は
註

(

７)

前
掲
書
、
及
び
八
幡
宮
神
社
社
務
所
発
行

｢

八
幡
宮
神
社
由
緒
略
記｣

(

二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
実
施
の
実
地
踏
査
時

に
入
手)
に
よ
り
確
認
。

(

９)
『

八
幡
愚
童
訓』
甲
本
本
文
の
引
用
は
、
思
想
大
系

(

岩
波
書
店)

に
よ
る
。

(

�)

註

(

２)

前
掲
④
拙
論
に
よ
る
。

(

�)

い
ず
れ
も
内
藤
美
奈
氏

｢
志
良
石
神
社
の
変
遷
と
安
産
祈
願

対
馬
市
厳
原
町
今
屋
敷

｣
(『

女
性
と
経
験』

四
四

二
〇
一
九
年
一

〇
月)

に
よ
る
。
な
お
こ
の
論
文
は
廃
社
に
な
る
前
の
様
子
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
筆
者
未
見
の
同
社
を
巡
る
近
世
末
か
ら

近
代
に
か
け
て
の
文
献
も
参
照
し
て
い
て
参
考
と
な
る
。

(

�)

内
藤
氏
註

(

�)

の
前
掲
論
文
に
よ
る
。

追
記
・
貴
重
な
文
献
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
・
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
、
ま
た
二
〇
二
〇
年

十
二
月
の
踏
査
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
対
馬
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業

(

基
盤
研
究

Ｃ
・
課
題
番
号
一
八
Ｋ
〇
〇
二
九
八
・
研
究
課
題

｢

対
馬
に
於
け
る
対
外
戦
争
関
連
言
説
の
生
成
と
そ
の
背
景｣)

の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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170

① 宝満神社参道下の鳥居

② 宝満神社拝殿前の鳥居 (奥に拝殿が見える)



171

③ 宝満山山中の磐座

④ 浜殿神社全景 (右奥に見える屋根が観光情報館)



172

⑤ 浜殿神社石祠 (左後が観光情報館､ 右後が対馬市交流センター)

⑥ 桜橋公園の白石 (石垣の背後を金石川が流れる)




